
1製謁

余
が
初
め
て
宜
瞼
心
理
學
を
學
ん
で
興
味
を
覺
え
た
も
の
＼
一
は
、
精
紳
過
程
が
精
密
に
時
間

的

に

測

定

せ

ら

る

ヽ

と

い

ふ

事

賓

で

あ

っ

た

。

而

し

て

こ

の

精

紳

の

時

間

的

測

定

と

い

ふ

こ

と

は
、
奮
心
理
學
の
夢
想
も
し
な
か
っ
た
こ
と
て
、
賓
験
心
理
學
の
開
拓
し
た
新
領
域
で
あ
る
。
賓
験

心
理
學
者
は
幾
多
の
創
見
と
苦
心
と
努
力
と
を
積
み
重
ね
て
、
精
紳
の
時
間
的
測
定
に
必
要
な
る

器
械
を
造
り
上
げ
た
。

改
良
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
何
れ
も
宜
験
心
理
學
者
の
苦
心
を
親
て
初
め
て
、
心
理
學
的
器
械
と
成

っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
の
心
理
學
賓
験
場
創
設
嘗
時
に
あ
り
て
は
、
研
究
者
は
自
ら
鋸
や

金

鎚

を

手

に

し

て

苦

心

惨

像

し

た

と

云

ふ

こ

と

で

あ

る

が

今

日

吾

等

は

此

等

の

方

面

に

は

殆

ど

我

等

は

日

常

此

等

の

器

械

に

接

す

る

心

理

學

と

客

猥

的

方

法

考
慮
を
費
す
の
用
な
ぎ
程
完
全
な
も
の
が
整
つ
て
居
る
。

I、

勿
論
其
の
中
に
は
他
の
科
學
的
器
械
よ
り
得
来
っ
た
も
の
‘
或
は
そ
れ
を

． 
心
理
學
と
客
観
的
方
法
（
承
前
）

楢

綺

浅

太

郎
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第

三

十

二

競

毎
に
今
日
の
我
等
の
研
究
上
の
幸
禰
を
思
ひ
先
進
の
學
者
に
到
し
限
．
り
無
．

9
成
謝
．
の
念
の
‘
湧

3

出
づ
る
を
覺
ゆ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
間
測
定
器
に
は
、
一
秒
の
五
分
の

1

を
輩
位
と
せ
る
ス
ト
ッ
プ
ウ

9

竺
S
t
o
p
p
u
h
r
J
、
一
秒
又

は
i

秒
の
五
分
の
一
の
箪
位
に
一
し
時
間
線
を
描
か
し
め
得
る
デ
ャ
ケ
，
氏
時
間
記
載
器
(
G
r
a
p
h
i
s
c
h1
 

e
r
 C
h
r
o
n
o
m
e
t
e
r
 nn.ch Tn.quet)
等

の

最

も

簡

箪

な

る

も

の

か

ら

一

秒

の

千

分

の

一

の

箪

位

に

て

測

定

し

得

ら

る

、

巳

プ

氏

の

時

計
(
C
h
r
o
n
o
s
k
o
p
11aeh H
i
p
p
y
'
一
秒
の
一
萬
分
の

間
線
を
描
ぎ
視
る
ゲ
ン
ト
氏
の
時
間
記
載
器
・
(
C
]
l
l
.
¢
t
o
g
r
a
p
h

n
a
c
h
 W
u
n
d
t
J
、
等
の
極
め
て
複
雑
な
る

物
に
至
る
吐
て
、
種
々
な
る
も
の
が
あ
る
。
今
日
の
心
理
學
賓
験
場
に
は
少
く
す
敷
百
姑
の
器
械

が
あ
る
が
其
の
中
で
も
極
め
て
精
巧
で
あ
っ
て
又
最
も
多
く
用
ひ
ら
る
ヽ
も
の
、

神
の
時
問
測
定
器
で
あ
る
。

又
従
来
の
所
謂
箕
駿
心
理
學
的
研
究
巾
、
世
人
の
最
も
注
意
を
喚
起
し
た
も
の
、

時
間
的
測
定
で
あ
り
、
宜
験
心
理
學
者
の
一
時
非
常
な
る
典
味
を
以

C
研
究
に
従
事
し
た
の
も
亦

こ
の
精
紳
の
時
問
的
研
究
で
あ
っ
た
。

哲

學

研

・

究

一
は
、
精
誹
の

ー
は
こ
の
精

一
の
極
め
て
小
箪
位
の
時

今

日

の

貨

験

心

理

學

の

書

籍

か

ら

此

の

方

面

の

結

果

を

除
去
し
た
な
ら
ば
残
る
と
こ
ろ
は
可
な
り
貧
弱
な
も
の
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

然
ら
ば
過
去

の
あ
る
時
代
の
裳
瞼
心
理
學
者
は
‘
如
何
な
る
興
味
に
導
か
れ
て
か
く
の
如
さ
複
雑
精
巧
な
る
時

八
四
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て
居
る
の
を
見
て
も
．
共
の
一
端
を
察
す
る
こ
と
が
出
来
や
う
。

八
五

JV
、
マ
戸
テ
ィ
ン
、
ト
ラ
ウ
シ
:
だ
卜
は
、

従
来
の
精
紳
の
時
間
的
測
定
は
、
出
来
る
だ
け
完
全
な
る
條
件
の
下
に
精
密
な
る
器
械
を
用
ひ

．^
レ

r
ド
の
所
謂

ps.,C
h
r
o
n
o
m
e
t
r
i
e
に
厩
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
多
く
の
學
者
は
此
の
研
究
を
論
棚

と
し
て
｀
精
紳
過
程
の
敷
最
的
研
究
の
可
能
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

ラ
イ
プ
チ
ブ
ヒ
の
心
理
學
賓

駿
場
で
ヴ
ン
ト
の
指
導
の
下
に
精
稗
の
時
間
的
測
定
を
企
て
た
最
初
の
人
の
一
人
な
る
ド
ク
ト

の
緒
言
に
於
て
、
次
の
如
く
言
っ

心

理

學

と

客

観

的

方

法

『
槻
念
聯
想
の
宜
験
的
研
究
』

て
各
種
の
精
稗
過
程
の
親
過
に
要
す
る
時
間
を
測
定
せ
ん
と
し
た
。

こ
の
方
面
の
測
定
は
ク
ラ

①

精

稗

の

時

間

的

測

定

の

結

果

い
。

迄
の
研
究
の
結
果
と
は
如
何
な
る
結
末
に
到
逹
し
た
か
。

此
等
敷
個
の
問
題
を
概
観
し
て
見
か

何
な
る
光
明
を
個
人
心
理
學
に
到
し
て
典
へ
得
る
で
あ
ら
う
か
。

又
其
の
研
究
の
動
機
と
今

R

心
理
學
に
到
し
て
如
何
な
る
光
明
を
典
へ
た
で
あ
ら
う
か
。

従
事
し
た
る
結
果
、
研
究
者
は
如
何
な
る
も
の
を
得
た
で
あ
ら
う
か
。

面
し
て
其
の
結
果
は
個
人

或
は
又
か
ヽ
る
結
果
が
果
し
て
如

問

測

定

器

を

か

く

も

熱

心

に

苦

心

し

て

工

夫

し

た

か

。

換

言

す

れ

ば

こ

の

熱

烈

な

研

究

の

動

機

器
械
を
用
ひ
、
複
雑
な
る
研
究
装
置
の
下
に
異
常
な
る
努
力
を
以
て
．
研
究
に

は
何
で
あ
っ
た
か
。
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1

平日電
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皮
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刺

草克

＂反

6
 

一
五

0
、
l=-

―
二
七
、

―
ニ
ー
‘

ー
ニ
四
、

-
0
五、

應

時

研

究

者

又

は

被

除

者

i. I 
名質感
種の

簡の明覺戚

＾ 色か
イ箪覺なの覺

短反 名秤の
縮應る 滑

反時
感類
燥伏

廊心•'一 一一時

砺 Qベグ時
肉° 五

I 
反二
應. Qa-
~- 0 

S
c
n
i
p
t
u
r
e
 

同
前

S
c
r
i
p
t
u
r
e
 

N. L
:
t
n
g
e
 

Bell”in 

L
.
 L
u
n
g
e
 

N
•
L
邑

g
e

間

研究者

筋肉で喉塁が逹にと感感 稗の 官網

於に時問 官的に於 ＂ 齊典1専
け 網をれ興布け
る よがる 逹

皿/霞/u ' 
筋て更り髄脊 朔滸典

の
速

肉にを 度

翡 に迎舘伏時 一
至勁て ＂ 秒
るの大 に
ま興脚 付
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五 二
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九七
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刺
II II II Q g II II 光

戟

反
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應五九九五ニニ八〇
o-三 0ヽ 二四八〇 時、、、、 、、、(J'

電
刺

，， Q Q g II 11 11 拭圧

波前 戟

反
一~．

1 四一三 〇五五八
應
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研

fl[ ti;. ~ 0 ~ o'.. . ,e閉 4~ ロi巴 [a ウ ば出& i 
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自
然
反
應

哲

學

研

完

第
一
―
―
十
二
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(
―
-
）
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反
應
時
と
學
年
（
研
究
者
野
上
博
士
）
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二
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辮
別
時
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四
稲
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種
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強
庶
の
辮
別
時
間

四
種
の
強
度
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9
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c
 

七
八
、

＿―-三、
-＝1

一、

1

九
六
、

丁
W
u
n
d
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（研究者MFriedrich及びTischer)

、柔
白

一ニ ー八 —三』 氣反
- - =應
、一 -~u 時

贔 1累---
八二七
六四六 白
、、、(T の

辮
別

---- 反

九三九
白 應

五五〇
時

、、..fj 

＇ ＇一
I 

六三四 黒 蒸

五九三 白、、 、C
の

辣

九五五 白 別

—•四七 時
、、、r

平

七四五
均
辮

八七 〇ヽ 別、、 C
時

'<: . t.::eJ.~ ． 被

~． 1-3．吋． 
験

者

被

験

者

I
 

1
1
.
 

く
く
．

昔
の
箪
一
反
應
時b

 

―
二
九
、
七

一
五
二
、

0

昔
の
強
度

-,-1昔

三七
一九、、O'

六三

2
 

3
 

4
 

の

頭

ニ l―I度・
〇三
四七、、C

六〇

の

辮

1-1別- -

九五
六九、、C

〇二

反

廊

'—一l 時

辮
別
反
應
時
間
（
研
究
者

T
i
s
d
1
e
r
)

哲

學

研

究

第

三

十

二

儘

c
 

一
四
九

‘-I-

5
 九

0
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心

理

學

と

客

猿

的

方

法

一
個
の
刺
戟
の
選
捧
反
旗
時

一
個
の
刺
戟
の
選
探
時

.

c

u

l

 

二
五

0
、ー一
1
1
0
0
、

六

0
、ー八
0
、

力

I ,'  

ニ運
種動 1被

のと
運休
動止

の と
の

選選
搾揮

選
探
反
應
時
（
研
究
者

T
i
s
c
h
e
r
)

光
畳
の
箪
一
反
應
時

―-＝一六ヤ

二
―
四
、

奪
0
五、

瞼

者

• 四
種
の
光
覺
印
象
（
黒
‘
白
‘
赤
‘
緑
）
の
辮
別
時
間

平
均
選
繹
時



1切4

四
叫
五

四
四
一

ヲ
四
一

最

]
 

(
P
f
l
i
c
h
tー

R
e
c
h
t
)

(
N
 eit 
1½eitmessapparnt) 

(
S
t
u
r
m

虔
i
n
d
)

短

聯

想

時

――-＝
l-

――-＝-― 

―
一
九
〇

讀
害
時
間
（
認
識
反
應
時

＂
＂
 

ニ
八

0
、
ー
四

0
0
、

二
五

0
、
ー
ニ
八

0
、

一
四

0
、
ー
一
七

0
、

1
0
0、
ー
―

1
0
、

＂ 

三
二
三
、
五

――――――九`
〇

三
四
六
、
八

=
 
1
0
0
、

聯
想
時
間
祁
研
究
者

M.
T
r
a
u
t
s
c
h
o
l
d
t
)
 

(
L
a
h
mー

K
r蓉
k
e
)

(
Iお
i
i
mー

V
o
g
e
l
f
u
l
l
e
)

(
S
t
n
n
b
-
S
,
u
1
c
l
)
 

最

長

聯

想

時

R
.
 

M. w. 
T
.
 w. 

出・

被験者

聯

想

一 一 反
o-八 0

應〇五九三

九、四、六、七、r 時

箪

-........... 反
九凹ー 0 應
六三六八

時、、、、6

彙

箪

語

の
． 認

〇三五七 談
七ヽ七ヽ七、七、6 時

聯

七八七七 想
〇七二五
六四心三二

時、、、、(J'

被
=:;l ． Ul．巨．切． 

瞼
乏口臼口

者

英平漢片箪活縮色

語恨字俵語字整彩,.

名名の のの

箪 輝．蹴箪誼誼命命

語諾語語みみ名名

'- . , ..• 嘗'

哲

學

研

究

第

三

十

二

績

研
究
者
松
本
（
亦
＞
博
士

研

究

者

Cnttel 

九
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心

理

學

と

客

観

的

方

法

運

動

の

距
．
離粍

六、
1
0
、

―1
0
、

指

の

伸

五四三

I弓Q芸竺
長

指

の

屈

三四四

七 J~i、<TI 時
曲

外
部
意
志
動
作
の
時
間
祁
玉
究
者

Scl'ipture)

-ft八八
〇八一、、 、6

指

の

屈

伸

時

九

者平雨の 抽象聯想 想碧具聯 lf!, 

均反應反

- 班時-時1!: - 年
秒秒
ヽノツ

0 ニユニDユニ0 ヽ ． 
、、

喝ー・ 一，一

一＝、＝.... 、一, .... 、 ． ~h• ., • 
., 芋や

匹一^ 四 四ヽ 四 小

w. 、,、、 -
' 學

六ヽブヽ六＇ヽ
五

マクー 校I 

や六＾ 六
九．八、九、

＾、＾、 、^
． 

ーヨー 高

ヨ、 六、~ 写ヽ． 二 等
八〇六

ヨ六、 写、 写、 三 女

六写
學

六、主、六、 四
-- :;;.",;:-皿 校

ブヽ ブ六 五
= Cつ、＝、

七、七、；；、、~ 
。，，，， C) 女

子

4と、や、六、 靡
ー＾四

六ヽ 六ヨ三 三 i -わ、 、^

やヽや、や、 四

匹七• 一

聯想反應時と學年（研究者楢綺）

言

語

六 fし 七 七
聯

二七六三 想

三、七、二、七、C

外

部

聯
八一七八

想六ー o-
四 c-o、C 時、 、 、

内
部

六八六;_- 聯
八．六九三 想
七― -o、C

9 時、、、

＇被

::,1 • r:tJ • :::::: • l;d • 

瞼

ヨロら口
者

研

百
究巨
者
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一
八
四
四
年
以
前
の
生
理
學
者

そ

し

て

か

し

る

結

果

は

寅

職

的

條

件

の

下

に

客

観

的

方

法

の

ザ
ン
ト
は
過
去
に
於
け
る
諸
種
の
精
稗
過
程
の
時
間
的
研
究
の
結
果
を
比
較
考
察
し
、
各
種
の

精

紳

過

程

に

要

す

る

時

間

を

概

算

的

に

次

の

如

く

表

記

し

て

居

る

(
5四
四
六
遵
。
此
等
の
結
果
を
見

る
と
吾
人
は
各
種
の
精
誹
過
程
の
登
生
、
●
り
終
末
に
至
る
ま
で
の
客
観
的
時
間
を
略
ぼ
了
察
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

方
法

(die
R
e
a
c
t
i
o
n
s
r
n
e
t
h
o
d
e
n
)

を
適
用
し
ィ
L

初

め

て

得

ら

れ

た

も

の

で

あ

っ

て

他

の

方

法

殊

に

内

観
法
で
は
到
底
知
る
と
の
出
来
な
い
興
味
多
さ
結
果
で
あ
る
。

平

恨

名

縦

書

片

恨

名

縦

害

平

恨

名

横

書

片

俣

名

横

書

" n " " 四

,, + 
八

宇
ヽノ、ノツ、ノ

II ”
 

ニニニニ
四九五八
三ーニ七
七ー一 :1,:
二九六四ヽ、、、6

研

究

者

元
良
松
本
雨
博
士

六
十
六
個
の
電
信
符
紬
褒
送
時
間

六
十
六
個
の
電
信
符
細
認
識
時
間

亜

刺

比

亜

数

字

書

記

時

間

羅

馬

数

字

書

記

時

間

日

本

数

字

書

肥

時

間

6
 

六
二
、
七
六
（
中
間
数
）

二
六
、
二
八
（
中
間
敬
）

研

究

者

田

中

文

學

士

b
,
 

五
八
七
、
1

六
七
八
、
ニ

八
四
七
、
二

研

究

者

千

葉

文・

學

士

哲

學

研

究

第

三

十

二

弦

九
四

一
た
る
反
應
゜
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又
は
其
の
意
識
朕
態
の
記
憶
を
材
科
と
し
て
内
省
す
る
の
必
要
も
無
い
。

し

て

此

際

被

瞼

者

は

質

験

的

條

件

の

下

に

喚

起

せ

ら

れ

た

自

己

の

意

識

朕

態

を

直

接

に

内

観

し

被

瞼

者

は

貨

験

者

の

心

理

學

と

客

猥

的

方

法

一
第
一
次
聯
想

一
第
二
次
聯
想

聯
想
の
系
列
≪

各
種
の
精
帥
作
用
の
時
間
（
概
算
）

の
で
あ
る
。

箪
一
反
應

b

び

（

イ

）

短

縮

一

0
0
、
ー
一
八

0
、

(

P

)

遅

廷

―

1
0
0
、J
二
八

0
、

箪
一
認
識
及
び
辮
別
（
色
彩
活
字
、
箪
語
）
四
〇
ヽ

複

合

認

識

（

六

位

の

敷

字

）

四

0
0、

罪

一

選

探

（

一

一

種

の

運

動

）

六

0
、

複

合

選

探

(

+

種

の

運

動

）

四

0
0、

箪

一

聯

想

八

0
0
、

四

0
0
、

七
0
0
、

九
五

の
要
求
に
應
じ
て
行
動
＄
へ
す
れ
ば
よ
い
。

而

後
に
一
定
の
反
應
を
要
求
し
‘
被
駿
者
は
賞
験
者

聯

想

等

の

各

種

の

精

軸

過

程

を

喚

起

せ

し

め

最

蹴
者
に
到
し
て
一
定
の
條
件
の
下
に
認
識
禁
酪
探
、

た
め
の
心
理
學
的
賓
験
に
於
て
は
、
賓
験
者
は
被

の
で
は
な
い
。

郎

ち

斯

く

の

如

含

結

果

を

得

る

の
反
應
法
賓
施
．
の
際
に
は
内
観
は
主
要
な
る
も

は
賞
に
客
観
的
方
法
の
賜
で
あ
る
。

そ
し
て
こ

て
の
精
確
な
る
智
識
を
有
し
得
る
に
至
っ
た
、
之

が
紳
経
典
奮
博
逹
の
速
度
は
到
底
知
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
と
し
て
居
っ
た
如
く
、
反
應
法
の

適

用

を

試

み

ざ

り

し

以

前

の

心

理

學

者

は

精

紳

過

程

の

時

間

測

定

の

概

念

す

ら

有

た

な

か

っ

た

然

る

に

生

理

學

的

並

に

天

文

學

的

方

法

を

心

理

學

の

研

究

に

應

用

し

て

以

来

初

て

吾

人

は

精

紳

の

客

観

的

時

間

な

る

も

の

に

つ

さ
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る。

今
ザ
ン
ト
（
国
二
八
頁
）
に
基
含
‘

な
る
も
の
に
至
る
ま
で
無
限
の
過
渡
過
程
を
抱
括
し
得
る
。

而
し
て
こ
の
無
限
の
各
過
程
に
應

第

三

十

二

披

要
求
す
る
が
如

9
意
識
朕
態
を
出
来
る
だ
け
其
の
通
り
に
喚
起
し
、
指
示
せ
ら
れ
た
る
方
式
に
於

余
は
個
人
心
理
學
の
研
究
に
於
て
、
心
理
學
的
修
養
の
深

い
も
の
が
被
瞼
者
と
な
る
べ
合
か
叉
宜
瞼
者
と
な
る
べ
き
か
は
極
め
て
重
要
な
問
題
と
思
ふ
の

で
あ
る
が
、
一
九

0

0
年
以
前
に
於
て
は
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
の
心
理
學
賓
験
場
に
於
て
も
．
初
學
者
が
被

瞼
者
と
な
り
、
心
理
學
的
修
練
を
純
た
る
も
の
が
主
と
し
て
賓
験
者
と
な
っ
て
研
究
に
従
事
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

反
應
方
法
に
含
ま
る
ヽ
精
紳
過
程
は
、
其
の
過
程
の
極
め
て
箪
ー
な
る
も
の
か
ら
極
め
て
複
雑

ず
る
客
観
的
時
間
は
、
箪
ー
反
應
過
程
'
(
V
o
r
g
a
n
g
d
e
r
 e
i
n
f
a
c
h
e
u
 R
e
a
c
t
i
o
n
)

の
中
間
に
測
定
せ
ん
と
す

る
特
定
の
精
稗
過
程
を
添
加
し
、
以
て
複
合
反
胞
時

(
N
u
s
a
m
m
e
n
g
e
s
e
t
z
t
e
 

の
．
債
ょ

9
輩
一
反
應
時
(einfache
R
e
a
c
t
o
n
s
z
e
i
t
)
を
減
ず
る
こ
と
に
よ
り
ィ
一
算
出
せ
ら
る
ヽ
の
で
あ

箪
一

反

應

時
(die
e
i
n
f
a
c
h
e
 Reactionszeit)• 

• • • 
R
,
 

Reactionszeit)
を
測
定
し
、
そ

第
二
種
反
應
時

(Reactioi1szeit
II. Ordnng)• 

• 
:
R
1
1
．
之
れ
は
箪
ー
反
應
過
程
の
上
に
更
に

役
目
を
為
す
も
の
は
寅
瞼
者
で
あ
る
。

て
反
隠
す
れ
ば
、
そ
れ
で
被
験
者
の
役
目
は
勤
ま
る
の
で
あ
る
。

か
ヽ
る
研
究
に
於
て
重
要
な
る

哲

學

研

究

九
六
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2
)
 

u
l
l
E
n
1
 R
,
W
 11
号
w
-
R
u
,
U

W

 11
唇
w
-
R
.

選

探

の

時
(die
Zeit eines 

Wahlactes)• 

• • • 
W
.
 

九
七
、

第

三

種

反

應

時

(Ileactionszeit
Ill. Ordnng)• 

• • 

-R
n
w
.
 之
れ
は
第
一
一
種
反
應
過
程
の
上
に

更

に

異

る

運

動

の

選

揮

過

程

を

加

へ

た

も

の

で

あ

る

。

楷

別

の

時
(dieZoi.tdaner~iner 

Unterscheidnng)• 

• • • 
U
.
 

複

合

栂

程

時

(die
Zeit d
e
s
 N
 ns
a
m
m
e
n
g
e
s
e
t
z
t
e
n
 
Vorgangs)• 

：̀ 
u
w
.
 
之
れ
は
緋
別
、
選
拇
雨

過
程
の
結
合
せ
る
も
の
で
あ
る
。

と

す

れ

ば

P
.
W
.
及
び

W
U
.
の
時
間
は
、
次
の
簡
箪
な
る
比
較
に
依
つ
て
得
ら
る
ヽ
の
で
あ
る
。

其
の
他
如
何
な
る
精
紳
過
程
の
時
間
と
雖
も
、
上
に
記
載
し
た
る
如
§
方
法
を
適
用
す
れ
ば
、
容

易

に

其

の

債

が

測

定

し

得

ら

る

ヽ

の

で

あ

る

。

吾

人

は

か

く

の

如

き

方

法

に

と

つ

て

、

上

に

表

記

し

た

如

さ

精

軸

過

程

の

客

観

的

時

間

を

概

算

し

得

る

に

至

っ

た

の

で

あ

る

、

そ

し

て

猜

肺

の

時

間

的

測

定

の

業

績

の

主

要

な

る

水

の

は

か

ヽ

る

結

果

を

得

た

励

に

存

す

る

の

で

あ

る

。

精

紳

の

客

観

的

時

間

の

意

義

而

し

な

が

ら

か

く

の

如

§

方

法

に

よ

っ

て

得

た

る

精

稗

の

時

間

は

、

個

人

心

理

學

の

問

題

と

如

心

理

學

と

客

猥

的

方

法

あ

る

雛

別

作

用

を

加

へ

た

も

の

で

あ

る

。
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加
之
ヴ
ン
ト
は
ラ
イ
プ

間
的
測
定
を
餘
厳
し
て
研
究
せ
し
め
、
該
寅
験
楊
初
期
の
研
究
は

H
e
a
c
t
i
o
n
s
r
o
e
t
h
o
d
e
n
の
賓
施
に
あ

り

し

と

い

ふ

も

恐

く

ば

過

言

で

あ

る

ま

兄

Phils. S
t
u
d
i
e
n
の
最
初
の
数
巻
中
よ
り
精
稗
の
時
間

に
闘
す
る
論
文
研
究
報
告
の
題
目
及
び
其
敷
の
割
合
を
見
る
と
次
の
如
く
に
な
っ
て
居
る
。

、̀'‘

一六
0
頁
、
五
四
六
三
ー
四
七
二
頁
）
。

、,̀̀

チ
ッ
ヒ

學
の
重
要
な
る
任
務
の

c
s
h
e
 b
t
n
d
i
e
n
 J
.
 

n
n
e
s
w
a
h
r
n
e
h
m
u
n
g
 

以

の
心
理
畢
寅
駿
場
を
中
心
と
し
て
、
多
く
の
學
者
に
精
紳
の
時

此
精
紳
の
時
間
は
個
人
．
心
理
學
に
到
し
、
如
何
に
し
て
光

ザ
ン
ト
は
一
八
六
二
年
に
出
版
し
た
B
e
i
t
r
a
g
e
z
•己
h
e
o
r
i
e
d. Si-

に

於

て

は

心

理

學

的

宜

験

の

標

式

的

な

も

の

と

し

て

此

精

紳

の

時

間

的

測

定

を
高
潮
し
、
一
八
八
一

1

一
年

Pi1ilosophisohe
S
l
n
d
i
e
n
 I
 C
I
 |

-
―
一
八
頁
）
に
於
て
寅
験
心
理
學
の
方
法
と
詳
説

し
た

U
e
b
e
r
P
s
y
c
h
o
l
o
g
i
s
c
h
e
 l¥Iethoden
な
る
論
文
に
於
て
は
・dieReactionsmethodeen~die 

M
e
t
h
o
d
e
n
 

d
e
r
 p
s
y
c
h
o
l
o
g
i
s
c
h
e
n
 Z
e
i
t
m
e
s
s
u
n
g
 

考
へ
て
居
る
、
（
国
二
五
ー
―
―
―
―

1

一
頁
）
。
又
ザ
ン
ト
は
彼
の
希
臓
哲
學
の
大
斗
エ
ド
ュ
ア

J

ド
、
チ
ェ
ラ
J

が
一
八
八

一
年
に
公
に
し
た
「
精
紳
過
程
の
測
定
の
不
可
能
論
」
に
調
し
て
駁
論
を
一
八
八
三
年
の
P
h
i
e
o
s
o
p
h
i、

に
掲
げ
て
居
る
が
、
こ
の
論
文
で
は
こ
の
精
稗
の
時
間
の
測
定
を
以
て
、
賓
駿
心
理

ー
と
考
へ
、
又
精
紳
の
測
定
の
標
式
的
な
る
も
の
と
考
へ
て
居
る
（
国
二
五
ー

1

の
重
要
な
る
一
方
法
と
認
め
、
宜
験
心
理
學
の
有
力
な
る
方
法
と

明
を
典
へ
得
る
の
で
あ
ら
う
か
。

何
な
る
闘
係
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

哲

學

研

究

第
一
―
-
+
＿
＿
鵠

九
八
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P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
s
c
h
e
 S
t
u
d
i
e
n
 I. 

1883. 

十
九

種
の

論
文

研
究

報
告

中
、

精
紳

の
時

問
の

測
定

に
関

す
る

も
の

十
種

あ
る

。

(1) 
U
e
b
e
r
 Psychologische Methoden. 

V
o
n
 W
.
 W
u
D
d
t
.
 

(2) 
U
e
b
e
r
 die 

Apperceptionsd11uer bei einfachen_ u
n
d
 z
u
s
a
m
m
e
n
g
e
s
e
t
z
t
e
n
 Vo1stellu1Jgen. 

V
o
n
 Dr, l¥111x 

Friedrich. 

(3) 
Experimentelle U

n
t
e
r
a
u
c
h
n
n
g
e
n
 n
c
b
紅

die
Association der Vorslellungen. V

o
n
 Dr. Martin Trantscholdt. 

(4) 
U
e
b
e
r
 die M

e
s
s
u
n
g
 Psychischer Vorgange. 

.Von 
W
.
 W
a
n
d
t
.
 

(5) 
U
e
b
e
r
 
die E

i
n
w
i
r
k
u
n
g
 
einiger m

edicam
euto~

er 
Stoffa auf die D

a
n
e
r
 einfocher 

Psychiischer Vorglinge. 
V
o
n
 Dr. E. 

Kraepelin. 

(6) 
Weitere Bemerlrnngen ueber Psychische M

e
s
s
U
D
g
.
 
V
o
n
 W
.
 W
u
n
d
t
.
 

(7) 
U
e
b
e
r
 die Unterscheidung v

o
n
 Schallstarken, 

V
o
n
 Dr. 

Ernst Tischer. 

(8) 
B
e
m
e
r
k
n
n
g
e
n
 
neber 

die 
M
e
s
s
u
n
g
 v
o
n
 
Schallstitrken, 

mit Riicksicht auf psyc
五
ophysische

Versuche. 
V
o
n
 Dr. E. 

Tischer. 

(9) 
U
e
b
e
r
 rlie 

E
i
n
w
i
r
k
t
m
g
 einiger m11dicamentoser Stoffa auf 

die D
a
u
e
r
 
einfacber psychischer 

Vorglinge. 

Kraepelin. 

(10) 
U

eb~r die ei11facho ReacUonstlauer einer Geruchsempfi.udung. 

V
o
n
 Dr, 

E. 

V
o
n
 Dr. W

.
 
Moldeobaner. 

r~
i:r 

P
h
i
l
o
s
p
h
i
s
c
h
e
 S
t
u
d
i
e
u
 II. 1885. 

二
十

二
種

の
論

文
、

研
究

報
告

中
精

紳
S

時
間

的
測

定
に

闘
す

る
も

の
四

種

ll) 
Zllr M

e
t
h
o
d
i
k
 der 

Apperceptiousverauehe. 
V
o
n
 Dr. M

a
x
 Friedrich. 

心
囲

赴
心

祢
誕

孟
代

泌
~
~
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0
0
 

吐均・I

(21 
D
:
e
 7.eitlichen 

Vorhiiltnisse cler 
Wil!ensth:itigkeit. 

V
o
n
 Jnlins-Merkel. 

、3)
D
e
b
a
r
 die Zeitverhiiltniss_e der .~

pperception eiof
叫

ier
n
n
d
 znsnmm.engese! 磁

r
、
Yo:slP.llnngen

,·nterm
~cht m

i
t
 Hi¥lfe 

cler 
Complic:itionsmethode, 

V
o
n
 Dr. W

.
 v
a
n
 Tchiscll. 

(4-) 
F
a
b
e
r
 die Z

d
t
 rlcr E

r
l
n
:
n
n
u
n
g
 u
n
c
l
B
e
n
e
n
n
u
n
g
 v

o
n
 Schriftzeichen, 

Bildern nucl Fnrben. 
V
o
n
 ,T. 

i¥l. 
Cnttel, 

P
l
t
l
l
o
s
o
p
h
i
s
c
h
0
 S

t
u
d
i
e
n
 III. 

1886. 

十
七

種
の

論
文

又
は

研
究

報
告

中
精

扉
車

の
時

間
的

測
定

に
開

す
る

も
の

三
種

・

(1) 
U
e
b
e
r
 d
e
n
 

E
in:flt1s~cler 

Reizsttf.rke 
anf die 

D
.
m
e
r
 einfocher 

Poychisch0r 
Uorgl¥nge 

m
i
t
 be8onderer 

Riicksicht 

nuf Lkhtre:ze. 
V
o
n
 G. O. Berger. 

(2) 
P
~
y
0
l
l
o
m
e
t
r
i
s
r
h

ぅ
U
n
t
e
r
s
n
c
h
n
1
1
g
e
n
.

I. 
V
o
n
 j,rn1es 

M
c
 K
e
a
n
 C.,ttel. 

(3) 
.

 II. 
"

 
"
 

P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
s
c
h
e
 S
t
n
c
l
i
e
n
 IV, 1888. 

十
九

種
の

論
文

又
は

研
究

報
告

中
精

紳
の

時
間

的
測

定
に

闊
す

る
も

の
三

種

(1) 
Psychometrische Unlersuchungen. III. 

Y
u
n
 J
a
m
e
s
 M
c
,
 K
e
e
n
 Cattel. 

(2) 
E
i
n
 C
h
r
o
r
o
g
m
p
h
n
e
b
s
t
 C
o
n
t
r
o
l
n
p
p
a
m
t
 fiir sehr gena,:e Zeitmessungen. 

V
o
n
 L
u
d
w
i
g
 Lnoge. 

(3) 
N
e
u
e
 E
x
p
e
r
i
m
e
n
e
t
 ueber d

e
n
 Vorgn.ug der einfochen Renction n.uf Sinneseindn.iicke. 

J. 
Y
o
n
 Ll11wig_T、n

n
g
a

P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
s
c
h
e
 S
t
u
c
h
e
n
 V. 1889. 

十
八

種
の

論
文

又
ほ

研
究

報
告

中
精

爾
車

の
時

間
的

測
定

に
闊

す
る

も
の

一
種

{l) 
U,,ber <le'1 

EinflnRs cler U
e
h
n
n
g
 nnE geistigejYorg?tnge. 

V<Jn 
Dr. G. 0. Berger. 
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R
e
s
e
a
r
c
h
e
s
 o
n
 the m
e
n
t
a
l
 a
n
d
 Physical d
e
v
e
f
o
p
m
e
n
t
 of school ,
 
children, b
y
 J. A
l
l
e
n
 Gilbert, 
1-'h•D. 

(

1

)

 

(
2
)
 

(

8

)

 

(

4

)

 

心

理

學

と

客

靱

的

方

法

1
0
 

古
羞

0
薯

冷

X
荘

圭

冷

棠

呻

丑

壽

雲

〇

栞

亘

辱

華
l

海
R
"

蚕

1
心

必

S
l
識

れ
ば
朋
で
あ
る
。

S
t
u
d
i
e
s
 f
r
o
m
 t
h
e
 -Yo.le P
s
y
c
h
l
o
 yQ ical Laboratory• 

V
o
l
 I
.
 
1
8
9
3
.
 

於

け

る

初

期

の

寅

古

謳

0
薔

済

X
荘

宝

冷

抵

呻

モ

蕩

薯

0
柔

蚕

要

羞

栂

-c
塞
叫

5
企

S
耳
識

Investigations in reaction ,
 
t
i
m
e
 a
n
d
 attention. 
b
y
 0
.
 B
.
 
Bliss. Ph• 

D
.
 

O
n
 m
o
n
o
c
u
l
a
r
 a
c
c
o
m
m
o
d
a
t
i
o
n
 ,
 
time, b
y
 0
.
 E. Seashore. 

c
 
n
 the rel,.tion of the reaction ,
 
t
i
m
e
 t
i
m
e
 to.v g
 
iations in[intensity a
n
d
 pitch of the stimulus. b
y
 
M• 

D, Slu.tt .. ry, M•D. 

A
 n
e
w
 reaction ,13 y
 rinll 
the t
i
m
e
 of v
o
h
m
t
n
r
y
m
o
r
e
m
e
n
t
,
 b
y
 
E\• 

W. Scripture aucl J
@
h
n
 M
.
 M
o
o
r
e
,
 

初

の

研

究

は

全

然

精

紳

の

時

間

の

客

観

的

測

定

で

あ

っ

た

こ

と

は

該

賓

駿

場

の

次

の

報

告

を

見

と
嘗
て
ス
ク

9
プ
チ
ュ
ア
9

の
指
導
せ
る
米
國
＇
ユ

'JV大
學

の

心

理

學

寅

験

場

に

見

る

も

其

の

最

に
の
み
行
は
れ
た
特
殊
の
現
象
で
は
な
い
。

駿
心
理
學
者
は
最
初
か
ヽ
る
研
究
に
甚
大
の
興
味
を
以
て
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
，
今
其
の

一
例

欧

米

各

國

の

心

理

學

賓

峨

場

に

そ
は
極
め
て
少
敷
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
精
紳
の
時
間
的
測
定
は
‘
獨
り
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
の
寅
験
楊

プ
チ
；
．
賓
験
揚
の
初
期
に
於
け
る
精
稗
の
賓
験
的
研
究
は
こ
の
外
の
方
向
に
．
も
少
し
は
あ
る
が



邸
惑

皆
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槃
101' 

．疇98t

(2) 

V
o
l
 

Jests of m
e
n
t
a
l
 ability ns exhibited in fencing, b

y
 E, W

.
 Scriptnre, 

VC'l. 
III. 

1895. 

五
種

中
精

扉
車

の
時

間
的

測
定

に
開

す
る

も
の

二
種

(1) 
S
o
m
e
 experiments o

n
 the react.ion-time of a

 d,・g, 
b
y
 E
d
w
n
r
d
 M
.
 Meyer, 

2
)
 
S
o
m
e
 n
e
w
 apparutns, b

y
 E. 

W
.
 8"riptnre. 

I
V
.
 1896. 

八
種

中
精

稗
の

時
間

的
測

定
に

開
す

る
も

の
二

種

(1) 
Reactio

正
time

in a
b
m
r
m
u
l
 conc1itions of the nervous syst 

m
.
 b
y
 Alfre<i G

.
 Nt1dler, l¥L 

D
,
 

(2) 
Researches o

n
 reaction-time, b

y
 E. W

.
 Scriptnre. 

Yol. v. 
-1897. 

七
種

中
精

扉
車

の
時

間
的

測
定

に
闊

す
る

も
の

無
し

。
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の
測
定
と
學
者
に
奨
励
し
研
究
せ
し
め
た
で
あ
ら
う
か
。

理
的
過
程
に
應
ず
る
時
間
で
は
あ
る
が
、
ヴ
ン
ト
の
論
理
學
に
於
け
る
如
き
意
義
の
精
紳
物
理
學

的
見
地

(gm=-1
頁
）
に
於
て
見
る
な
ら
ば
こ
の
時
間
は
精
稗
過
程
の
進
行
に
要
す
る
客
観
的
時
間

と
な
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
何
故
に
ザ
ン
ト
は
心
理
學
の
研
究
と
し
て
か
く
も
熱
心
に
こ
の
精
稗
の
客
観
的
時
間

又
ザ
ン
ト
は

101――
 

理
學
者
に
鋭
含
共
嗚
と
典
へ
多
く
の
研
究
の
喜
随
者
を
出
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。

13

か
ヽ
る
研
究
の
結
果
が
個
人
心
理
學
に
到
し
て
如
何
な
る
光
明
と
典
へ
る
も
の
と
思
っ
て
居
た

心

理

學

と

客

穣

的

方

法

又
こ
の
問
題
が
何
故
多
く
の
寅
職
心

過
程
が
加
は
つ
て
末
る
。

此
等
に
要
す
る
時
間
は
、
生
理
學
的
見
地
か
ら
見
れ
ば
、
勿
論
之
は
純
生

の
登
生
、
⑥
其
の
興
奮
の
末
棺
稗
親
と
罷
て
中
橿
紳
繹
へ
の
停
逹
、
＠
中
櫃
的
興
奮
の
運
動
稗
親
（
中

は
全
然
あ
り
得
な
い
。

程
の
外
に
精
紳
物
理
的
部
＾
こ
p
s
p
c
h
o
p
h
y
s
i
s
c
h
e
B
e
s
t
a
n
d
t
e
i
t
e
)
が
あ
る
。

橿
的
末
梢
的
）
を
繰
て
反
應
運
動
器
官
へ
の
停
逹
、
⑭
反
應
運
動
を
為
す
に
必
要
な
る
筋
肉
の
興
奮

の
昂
進
の
四
種
で
あ
っ
て
、
こ
の
過
程
の
生
起
消
滅
に
到
し
て
一
定
の
時
間
を
要
す
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
綿
生
理
的
過
程
に
要
す
る
時
間
は
、
ゲ
ン
ト
の
云
ふ
如
く

(
I
T
1
1
1
~

＾
二
頁
）
心
理
學
方
面
か
ら
見
れ

ば
u
n
m
i
t
t
e
l
b
a
r
e
s
I
u
t
e
r
a
s
s
e
 

,t, 
れ
ど
反
應
過
程
中
に
は
、
●
の
純
生
理
的
過

即
ち
伽
印
象
の
知
覺
、
⑨
印

象
の
明
覺
、
団
意
志
過
程
の
登
射
⑰
尚
複
雑
な
る
反
應
過
程
に
於
て
は
携
別
‘
認
識
、
選
揮
等
の
心
的
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